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今
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

藤
里
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
（
秋
田
県
側
）
４
，

３
４
４
ha
及
び
周
辺
地
域
の
貴
重
な
森
林
生
態
系
の
適
切
な
保
全

と
利
用
を
図
る
た
め
、
遺
産
地
域
の
巡
視
活
動
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対

策
、
森
林
環
境
教
育
等
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
白
神
山
地
世
界
遺
産
登
録
25
周
年
記
念
事
業

  

平
成
５
年
12
月
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
白
神
山
地
は
、

秋
田
県
が
中
心
と
な
っ
て
関
係
市
町
村
や
関
係
機
関
が
多
く
の
記

念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
北
森
林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
小

島
局
長
か
ら
「
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
」
竹
川
智
世
さ
ん
を
一

日
局
長
と
し
て
任
命
し
、
地
域
の
記
念
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

竹
川
さ
ん
は
藤
里
町
が
主
催
し
た
藤
里
駒
ヶ
岳
の
新
登
山
道
「
樺

岱
新
ト
レ
イ
ル
」
の
案
内
役
や
、
「
世
界
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
の
パ
ネ
リ
ス
ト
や
司
会
を
務
め
、
各
地
域
の
世

界
自
然
遺
産
の
取
組
み
や
魅
力
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

○
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
巡
視
活
動

　

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
を
適
切
に
保
全
す
る
た
め
、
入
山

者
の
多
い
箇
所
を
中
心
に
登
山
者
へ
の
入
山
マ
ナ
ー
の
注
意
喚
起

や
標
識
類
の
状
況
確
認
等
を
実
施
し
、
樹
木
の
損
傷
や
高
山
植
物

の
盗
掘
等
の
違
法
行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
巡
視
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
核
心
地
域
に
つ
い
て
は
、
粕
毛
川
源
流
部
へ
の
巡
視
を

３
回
行
い
ま
し
た
。

　

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
連
絡
会
議
主
催
に
よ
る
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
７
月
と
９
月
の
２
回
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
共
に
雨
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
例

年
以
上
に
巡
視
員
の
方
々
に
巡
視
を
実
施
し
て
頂
き
、
違
法
行
為

や
マ
ナ
ー
違
反
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
良
好

な
状
態
で
利
用
さ
れ
て
い
る
の
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
熱
心
に
活
動

さ
れ
て
い
る
巡
視
員
の
皆
様
や
、
関
係
機
関
の
方
々
の
日
頃
か
ら

の
取
り
組
み
の
お
陰
で
す
。
引
き
続
き
来
年
度
も
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
○
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
巡
視
員
会
議

　

６
月
２
日
（
土
）
に
、
平
成
30
年
度
第
１
回
白
神
山
地
世
界
遺

産
地
域
巡
視
員
会
議
が
八
峰
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ガ
ス
で

開
催
さ
れ
、
巡
視
員
、
関
係
機
関
の
総
勢
29
名
が
参
加
し
、
今
年

度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
対
策
と
し
て
島
内
計
画
保
全
部
長
か
ら
早
池
峰
山
周
辺
地
域

で
の
被
害
状
況
や
対
策
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
14
日
（
金
）
に
、
第
２
回
目
の
巡
視
員
会
議
が
八
峰
町

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ガ
ス
で
開
催
さ
れ
、
巡
視
員
、
関
係
機

関
の
総
勢
37
名
が
参
加
し
、
今
年
度
の
事
業
実
績
の
報
告
の
他
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
情
報
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
白
神
山

地
周
辺
で
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目

撃
情
報
は
昨
年
よ
り
減
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
緩
衝
地
域
の
二
ツ

森
登
山
道
で
確
認
さ
れ
る
な
ど

油
断
の
出
来
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
、
越
冬
地
を
見
つ
け
対
策

す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と

等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

○
森
林
病
虫
害
の
未
然
防
止

　

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
の
緩
衝
地
域
で
あ
る
小
岳
に
は
本

州
最
低
標
高
に
生
育
す
る
貴
重
な
ハ
イ
マ
ツ
群
落
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
近
年
「
マ
ツ
ノ
ク
ロ
ホ
シ
ハ
バ
チ
」
と
い
う
蜂
の
一
種
に
よ

る
ハ
イ
マ
ツ
の
葉
の
食
害
が
確

認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
食
害
調

査
を
毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
幸
い
に
も

幼
虫
が
見
当
た
ら
ず
食
害
も
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
種

が
大
発
生
す
る
と
最
悪
な
場
合

は
ハ
イ
マ
ツ
を
枯
ら
し
て
し
ま

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

今
後
も
継
続
し
て
被
害
状
況
の

巡視員からの発言ハイマツの食害を確認する職員

一日局長に任命されました

小岳（緩衝地域）

樺岱新トレイル

みんなで記念写真

粕毛川源流部（核心地域）

シンポジウムの様子
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確
認
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

　

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
及
び
周
辺
地
域
に
お
け
る
中
・
大

型
哺
乳
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

１
４
１
台
（
昨
年
度
１
３
４
台
）
の
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し

ま
し
た
。
そ
の
内
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
４
月
27
日
か
ら
秋
田
県
側

に
30
台
設
置
し
、
降
雪
前
の
11
月
26
日
ま
で
定
期
的
に
デ
ー
タ
回

収
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
合
計
8
頭(

昨
年
度
25
頭
）
の
ニ
ホ
ン
ジ

カ
が
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
小
型
囲
い
わ
な
１
基
を

シ
カ
の
餌
と
な
る
草
本
類
が
少
な
い
春
期
と
秋
期
〜
初
冬
ま
で
の

年
２
回
、
昨
年
度
に
シ
カ
の
撮
影
回
数
が
多
か
っ
た
八
峰
町
の
小

入
川
地
区
に
設
置
し
、
捕
獲
に
向
け
た
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
捕
獲
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
度
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
来
年
度
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ

対
策
に
引
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

○
森
林
環
境
教
育
等

　

６
月
７
日
（
木
）、
８
日
（
金
）
の
２
日
間
に
渡
っ
て
、
藤
里

幼
稚
園
年
長
児
17
名
に
対
し
て
、

「
ぶ
な
の
森
探
検
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
白
神
山
地
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
で
事
前
学
習
を
行

い
、
２
日
目
は
岳
岱
自
然
観
察

教
育
林
で
ぶ
な
の
森
探
検
を
行

い
ま
し
た
。
園
児
達
は
、「
葉
っ

ぱ
ビ
ン
ゴ
シ
ー
ト
」
を
使
い
、

シ
ー
ト
に
あ
る
葉
っ
ぱ
と
同
じ

葉
っ
ぱ
を
見
つ
け
て
は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
白
神

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
４
０
０
年
ブ
ナ
」
を
間
近
に
観
察
し
そ
の

大
き
さ
に
驚
い
た
り
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
や
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
卵
、
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
に
実
際
に
触
れ
た
り
、
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ

の
葉
の
匂
い
を
確
か
め
た
り
五
感
を
フ
ル
に
使
っ
て
学
習
し
、
普

段
で
は
経
験
で
き
な
い
「
探
検
」
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
（
金
）、
Ｎ
Ｐ
Ο
法
人
あ
き
た
白
神
の
森
倶
楽
部
が
、

秋
田
県
立
二
ツ
井
高
等
学
校
１
年
生
21
名
に
対
し
て
、
白
神
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
一
環
と
し
て

植
樹
活
動
や
自
然
観
察
会
を
行

い
当
セ
ン
タ
ー
も
協
力
し
ま
し

た
。
午
前
中
に
行
っ
た
植
樹
活

動
で
は
、
ス
ギ
の
コ
ン
テ
ナ
苗

と
ブ
ナ
の
ポ
ッ
ト
苗
を
生
徒
達

が
デ
ィ
ブ
ル
や
鍬
を
使
い
、
丁

寧
に
植
え
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
岳
岱
自
然
観
察
教
育
林
で

自
然
観
察
を
行
い
、
白
神
の
森

の
魅
力
を
堪
能
し
森
の
役
割
や

保
全
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

獨
協
大
学
経
済
学
部
国
際
環
境
経
済
学
科
２
年
生
26
名
と
３
年

生
19
名
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
農
村
地

域
作
り
と
農
業
を
、
自
然
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て

考
え
学
ぶ
た
め
、
白
神
山
地
で
ゼ
ミ
合
宿
を
３
泊
４
日
で
そ
れ
ぞ

れ
の
学
年
毎
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ゼ
ミ
合
宿
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
８
月
21
日
（
月
）
に

２
年
生
が
木
道
の
修
理
を
、
８
月
24
日
（
金
）
に
３
年
生
が
ウ
ッ

ド
チ
ッ
プ
歩
道
を
補
修
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
岳
岱
自
然
観

察
教
育
林
内
で
行
い
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
が
指
導
役
と
し
て
協
力

し
ま
し
た
。

　

遊
歩
道
は
、
学
生
達
が
一
生
懸
命
整
備
し
て
く
れ
た
お
陰
で
、

大
変
歩
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
学
生
か
ら
、
「
白
神
山
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
貴

重
な
体
験
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
お
礼
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

　

９
月
６
日
（
木
）
に
、
当
セ
ン
タ
ー
研
修
棟
で
大
仙
市
内
小
友

財
産
区
・
大
川
西
根
財
産
区
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
会

で
は
12
名
の
方
が
世
界
遺
産
白

神
山
地
の
概
要
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
も
紹
介
さ
れ
、
「
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
問
題
は
農
業
被
害
も
心

配
で
す
ね
」
と
財
産
区
な
ら
で

は
の
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

○
「
白
神
森
林
講
座
」

  

こ
の
講
座
は
、
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人　

秋

田
白
神
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
実
施
す
る
自

然
観
察
会
で
す
。
今
年
度
は
合
計
３
回
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、

第
１
回
、
第
２
回
は
残
念
な
が
ら
悪
天
候
等
の
た
め
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

第
３
回
は
、
3
月
9
日
（
土
）
に
能
代
市
二
ツ
井
町
の
七
座
山

麓
や
き
み
ま
ち
阪
で
、
昨
年
要
望
の
多
か
っ
た
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

　

一
般
社
団
法
人　

秋
田
白
神
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
０
１
８
５（
８
８
）８
２
２
０

　

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
応
募
〆
切
は
三
月
一
日
ま
で
で
す
。

　

今
年
度
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
巡
視
活
動

や
シ
カ
対
策
、
普
及
・
啓
発
活
動
な
ど
に
よ
り
白
神
山
地
世
界
遺

産
地
域
の
適
切
な
保
全
管
理
に
努
め
な
が
ら
、
白
神
山
地
の
豊
か

な
自
然
を
将
来
に
わ
た
っ
て
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
地
域
の

方
々
と
共
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

藤里幼稚園「ぶなの森探検」

二ツ井高校「自然観察会」

大仙市財産区研修会

囲いわな設置初日の取材の様子

木道修理班（獨協大２年生）

八峰町小入川林道で撮影されたニホンジカ

ウッドチップ歩道班（獨協大３年生）
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
に
所
在
し
、
白
神
山
地
世

界
自
然
遺
産
地
域
（
青
森
県
側
）
や
そ
の
周
辺
な
ど
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
森
林
生
態
系
の
保
全
・
管
理
や
適
切
な
利
用
の
推
進
を
図
る

た
め
、
巡
視
活
動
や
自
然
再
生
活
動
、
森
林
教
室
や
林
業
体
験
な

ど
を
通
じ
た
森
林
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
白
神
山
地
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
保
全
管
理

　

遺
産
地
域
の
自
然
環
境
を
将
来
に
わ
た
り
適
正
に
保
全
・
管
理

し
て
い
く
た
め
、
職
員
に
よ
る
巡
視
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
白
神
山
地
世
界
遺
産
地

域
連
絡
会
議
の
構
成
機
関
や
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
巡
視
員
、

地
元
警
察
、
消
防
署
、
漁
協
関
係
者
と
共
に
遺
産
地
域
に
お
け
る

違
法
行
為
の
防
止
や
入
山
マ
ナ
ー
の
向
上
等
を
目
的
に
、
７
月
28

日
（
土
）
大
川
・
ブ
ナ
林
散
策
道
・
ク
マ
ゲ
ラ
の
森
・
追
良
瀬
川
・

白
神
岳
の
５
コ
ー
ス
と
８
月
28
日
（
火
）
ブ
ナ
林
散
策
道
・
高
倉
森
・

天
狗
岳
・
笹
内
川
・

白
神
岳
の
５
コ
ー

ス
に
お
い
て
合
同

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。
１

回
目
の
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
、
残

念
な
こ
と
に
大
川

で
焚
き
火
跡
及
び

無
断
伐
採
、
追

良
瀬
川
で
は
焚
き

火
跡
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
と

も
、
入
山
マ
ナ
ー

の
向
上
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

○
試
行
的
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲

　

白
神
山
地
周
辺
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
域
拡
大
に
よ
る
白
神
山

地
世
界
遺
産
地
域
の
自
然
植
生
等
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
の
秋
か
ら
試
行
的
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
用
に
小
型
囲

い
わ
な
を
深
浦
町
深
浦
山
国
有
林
に
１
基
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
わ
な
で
、
お
り

の
中
に
大
型
の
動
物
が
入
る
と
セ
ン
サ
ー
が
反
応
し
、
自
動
的
に

ゲ
ー
ト
が
降
り
る
と
同
時
に
、
お
り
の
中
に
入
っ
た
動
物
の
写
真

が
自
動
で
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
送
信
さ
れ
る
仕

組
み
で
す
。

　

４
月
25
日
（
水
）
に
報
道
機
関
へ
公
開
し
５
月
３１
日
（
木
）
ま
で
、

そ
の
後
９
月
２５
日
（
火
）
か
ら
１２
月
２８
日
（
金
）
ま
で
捕
獲
に

取
り
組
み
ま
し
た
。　

　

試
行
期
間
中
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
他
の
動
物
が
捕
獲
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
わ
な
の
近
く
を
歩
く
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

写
真
が
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
中
・
大
型
哺
乳
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

　

世
界
遺
産
地
域
へ
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
入
域
を
排
除
す
る
と
の
考

え
方
に
立
ち
、
雪
解
け
後
、
順
次
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
国
有
林
野

内
に
設
置
し
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
29
日
（
火
）
深
浦
町
の
国
有
林
内
に
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
報
道
機
関
に
公
開
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
関
係
機
関
と

調
整
し
遺
産
地
域
周
辺
に
１
４
１
台
（
当
セ
ン
タ
ー
担
当
分
は
昨

年
度
よ
り
２
台
多
い
32
台
）
設
置
し
、
11
月
末
頃
ま
で
に
中
・
大

型
哺
乳
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
は
11
件

12
頭
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
年
度
小
型
囲
い
わ
な
の
設
置

箇
所
に
増
設
し
た
２
台
と
既
設
の
カ
メ
ラ
に
11
月
上
旬
か
ら
11
月

末
に
６
件
６
頭
が
撮
影
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て

は
、
12
月
以
降
も
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
監
視
を
続
け
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
移
動
経
路
や
越
冬
地
に
関
す
る
参
考
デ
ー
タ
の
収
集

を
実
施
し
て
い
ま

す
。
結
果
に
つ
い

て
は
、
白
神
山
地

科
学
委
員
会
等
へ

情
報
共
有
し
、
今

後
の
対
応
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

来
年
度
に
つ
い

て
も
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
に
よ
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
生
息

情
報
の
収
集
に
努

め
る
と
共
に
関
係

機
関
と
連
携
の

上
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

対
策
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

津
軽
白
神
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

ヤナタキ付近での巡視活動 ( クマゲラの森 )

追良瀬山で２頭撮影されたニホンジカ

ＩＣＴを活用した囲いわな

囲いわなの周囲で撮影されたニホンジカ
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○
自
然
再
生
活
動

　

自
然
再
生
活
動
は
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
周
辺
の
ス
ギ
人

工
林
を
将
来
、
白
神
山
地
本
来
の
植
生
で
あ
る
広
葉
樹
林
に
戻
す

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
「
白
神
山
地
周
辺
地
域
自
然
再
生
計
画
」
（
平
成
21

年
３
月
策
定
）
に
基
づ
き
活
動
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
多
様
な

参
加
主
体
に
よ
る
百
年
単
位
の
息
の
長
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
自
然
再
生
活
動
に
協
力
を
頂
け
る
一
般
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
公
募
し
、
７
月
21
日
（
土
）
と
９
月
15
日
（
土
）
に

好
天
の
中
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、
植
栽
予
定
地
近
隣
の
広
葉
樹
林
か
ら
ブ
ナ
や
ミ

ズ
ナ
ラ
の
稚
樹
を
採
取
し
、
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
の
植
樹
を
行
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
１

回
目
は
弘
前
大
学

白
神
自
然
観
察

園
の
散
策
や
津
軽

ダ
ム
パ
ー
ク
で
の

水
源
か
ん
養
機
能

等
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
た
き
ま
し

た
。
２
回
目
は
暗

門
ぶ
な
林
散
策
歩

道
か
ら
暗
門
の
滝

歩
道
を
散
策
し
、

白
神
山
地
の
林
相

を
堪
能
し
て
頂
き

ま
し
た
。

               
               

○
森
林
環
境
教
育
等

　

森
林
散
策
を
通
じ
白
神
山
地
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
意
義

や
森
林
生
態
系
等
に
つ
い
て
一
般
市
民
に
学
ん
で
頂
く
た
め
、
公

募
に
よ
る
森
林
教
室
を
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
（
土
）
に
今
年
度
第
１
回
目
の
森
林
教
室
を
深
浦
町

と
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
親
子
を

含
む
28
名
の
参
加
に
よ
る
新
緑
の
十
二
湖
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
（
土
）
に
第
２
回
目
の
森
林
教
室
を
西
目
屋
村
と
共

催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候

に
恵
ま
れ
、
親
子

を
含
む
20
名
の
参

加
に
よ
り
、
暗
門

の
滝
歩
道
を
散
策

し
な
が
ら
、
黄
葉

が
始
ま
っ
た
ブ
ナ

を
は
じ
め
と
す
る

広
葉
樹
林
か
ら
湧

き
出
た
綺
麗
な
水

に
触
れ
、
午
後
か

ら
白
神
八
甲
田
緑

の
回
廊
の
中
に
あ

り
ま
す
矢
立
峠
の

歴
史
と
天
然
杉
等

を
見
て
い
た
だ
く

中
で
、
白
神
山
地

の
生
態
系
等
を
学

ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
で
の
体
験
を
通
じ
て
、
地
元
小
学
生
が
地
域
の
産

業
で
あ
る
林
業
や
白
神
山
地
世
界
遺
産
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
鰺
ヶ
沢
町
内
の
西
海
小
学
校
５
年
生
、
舞
戸
小

学
校
４
年
生
の
児
童
に
対
し
、
当
セ
ン
タ
ー
と
津
軽
森
林
管
理
署

共
催
で
森
林
教
室
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
６
日
（
木
）
と
９
月
13
日
（
木
）
の
二
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
午
前
中
は
矢
倉
山
国
有
林
に
お
い
て

ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
の
体
験
林
業
（
除
伐
、
枝
打
ち
）
と
北
限
の

天
然
ス
ギ
を
見
学
。午
後
か
ら
は
、白
神
の
森
遊
山
道(

鯵
ヶ
沢
町)

で
職
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
白
神
山
地
ブ
ナ
林
の
散
策
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

鯵
ヶ
沢
こ
ど
も
園
で
は
、
未
就
学
児
を
対
象
と
し
、
間
伐
材
の

プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
を
植
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
の
大
切
さ
を

学
び
自
然
に
親
し
む
心
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、５
月
10
日
（
木
）

体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
連
携
・
協

力
し
た
「
白
神

山
地
周
辺
地
域
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
」
や
「
白

神
山
地
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ

い
デ
ー
」
へ
の
協

賛
と
し
て
木
工
教

室
の
開
催
、
ユ

ネ
ス
コ
の
育
樹
活

動
へ
の
支
援
・
協

力
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
も
白

神
山
地
へ
の
理
解
を
深
め
、
森
林
に
親
し
む
機
会
の
提
供
や
木
材

の
利
用
促
進
な
ど
の
普
及
啓
発
が
行
え
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

○
取
り
組
み
の
積
極
的
な
情
報
発
信

　

各
種
取
り
組
み
の
前
に
は
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
積
極
的
に
行
う

と
共
に
、
広
報
誌
「
白
神
の
絆
」
を
毎
月
発
行
し
、
情
報
発
信

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
、
「
活
動
写

真
展
」
を
白
神
山
地
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
青
森
県
総
合
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
以
下
の
会
場
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
　
時　

１
月
16
日
（
水
）
〜
２
月
24
日
（
日
）　
　

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

場
　
所　

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

１
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「sha-se

」

　
　
　
　

青
森
県
青
森
市
荒
川
字
藤
戸
１
１
９
ー
７

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
７
ー
７
３
９
ー
１
２
５
２

そ
の
他　

入
場
無
料

自然再生活動の様子

 小学生の林業体験

十二湖での森林教室
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美しい森林づくり

は
じ
め
に

　

三
陸
北
部
森
林
管
理
署
久
慈
支
署

は
、
岩
手
県
北
東
部
に
位
置
し
、
久
慈
・

閉
伊
川
森
林
計
画
区
内
の
１
市
２
町
２

村
の
国
有
林
約
２
万
７
千
ha
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

　

管
内
は
、
明
治
21
年
の
開
庁
以
来
大

き
な
合
併
も
な
く
、
古
く
か
ら
地
域
と

の
繋
が
り
が
深
く
森
林
・
林
業
関
係
へ

の
要
請
等
も
数
多
く
あ
り
、
地
元
と
一

体
と
な
っ
た
各
種
会
議
は
も
と
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
は
本
年
度
実
施
し
た
地
域
と
連

携
し
た
各
種
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

１
、
木
の
仕
事
協
議
会
へ
の
参
加

　

木
の
仕
事
協
議
会
は
、
若
者
が
木
材

業
界
に
就
業
す
る
た
め
の
支
援
及
び
定

着
に
必
要
な
事
業
を
行
い
、
当
業
界
及

び
当
地
域
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
管
内
林
業
事
業
体
28
社
が
平
成
29

年
３
月
に
設
立
、
久
慈
支
署
も
公
共
職

業
安
定
所
、
県
北
広
域
振
興
局
並
び
に

地
元
市
町
村
・
高
校
と
と
も
に
賛
助
会

員
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
体
験
林
業

や
新
入
社
員
合
同
研
修
会
で
の
講
議
等

を
行
い
ま
し
た
。

２
、
久
慈
地
方
森
づ
く
り
大
会

　

久
慈
地
方
森
づ
く
り
大
会
は
、
そ
れ

ま
で
県
や
市
町
村
、
森
林
管
理
署
が
そ

れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
た
植
樹
祭
等
を
一
本

化
し
、
民
有
林
（
久
慈
地
方
林
業
振
興

協
議
会
）
と
国
有
林
（
三
陸
北
部
森
林

管
理
署
久
慈
支
署
）
が
連
携
し
て
地
域

の
森
林
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、

平
成
26
年
よ

り
植
樹
を
基

本
と
し
て
毎

年
行
っ
て
お

り
、
本
年
度

は
野
田
村
の

村
有
地
に
コ

ナ
ラ
の
苗
木

６
０
０
本
を

植
樹
し
ま
し

た
。

３
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み

　

こ
れ
か
ら
時
代
を
担
っ
て
い
く
世
代

に
対
し
て
は
、
森
林
・
林
業
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
と
し
て
、
管

内
各
市
町
村
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

森
林
教
室
等
も
県
・
市
町
村
と
連
携
し

実
施
し
ま
し
た
。

　

五
月
に
森
林
愛
護
少
年
団
の
入
団
式

と
併
せ
、
岩
手
の
木
で
も
あ
る
ア
カ
マ

ツ
の
観
察
や
森
林
土
壌
の
実
験
、
六
月

に
も
久
慈
平
岳
の
山
開
き
に
併
せ
管
内

三
つ
の
小
学
生
児
童
に
対
し
、
森
を
歩

き
な
が
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
や

「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
題
し
各
ポ
イ
ン

ト
で
の
課
題
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
を

実
施
し
、
森
や
木
に
対
し
て
関
心
を
高

め
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
に
も
管
内
小
中
学
生
が
夏
休
み

等
に
作
成
し
た
木
工
作
品
に
対
し
、
久

慈
地
方
木
材
青
壮
年
協
議
会
と
連
携

し
、
優
秀
作
品
に
県
及
び
市
町
村
長
賞

や
、
支
署
長
賞
を
授
与
す
る
な
ど
、
木

材
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
取
り
組
み

も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
久
慈
市
内
で
純
粋
に
自
然
に

親
し
む
者
１
０
０
人
規
模
で
構
成
す
る

「
く
じ
・
川
の
会
」
と
の
各
事
業
地
を

視
察
す
る
森
林
教
室
は
、
結
成
以
来
30

年
余
り
続
い
て
お
り
、
会
員
各
位
か
ら

様
々
な
方
面
に
P
R
し
て
頂
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
本
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

森
林
経
営
管
理
法
や
森
林
環
境
贈
与
税

等
益
々
地
元
市
町
村
等
と
の
連
携
が
重

要
に
な
っ
て
来
ま
す
の
で
、
久
慈
地
域

に
お
け
る
森
林
・
林
業
施
策
を
積
極
的

に
行
っ
て
参
り
ま
す
。

地
域
と
一
体
と
な
っ
た

　
　
　

森
林
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

三
陸
北
部
森
林
管
理
署
久
慈
支
署木の仕事協議会記事

アカマツに興味津々の様子

視察会に集まった森林愛護少年団
久慈「川の会」による事業地視察（写真は
平成 26 年にカラマツを植樹した第一回森
づくり大会会場）

150 名参加した森づくり大会
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昭
和
38
年
か
ら
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き

た
旧
庁
舎
を
平
成
29
年
10
月
に
解
体
し
新
築
工

事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
12

月
、
待
望
の
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
に
新
庁
舎
披
露
式
を
行
い
、
12
月

25
日
よ
り
新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

新
庁
舎
は
木
造
平
屋
建
て
で
す
が
、
豪
雪
地

域
を
意
識
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
が
高
く
、

屋
根
の
形
状
が
片
流
れ
で
深
い
軒
に
な
っ
て
い

る
た
め
除
雪
作
業
に
も
考
慮
し
た
広
い
空
間
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
壁
や
内
部
の
腰
壁
に
は
杉
板
が
ふ
ん
だ
ん

に
使
わ
れ
て
お
り
、
事
務
室
は
集
成
材
の
梁
が

現
さ
れ
る
な
ど
木
の
温
も
り
溢
れ
る
空
間
に
仕

上
が
っ
て
ま
す
。

　

特
に
、
執
務
室
と
玄
関
右
側
に
併
設
し
た
大

沢
森
林
事
務
所
に
は
ス
ギ
間
伐
材
で
作
製
し
た

木
製
机
が
配
置
さ
れ
、
よ
り
木
の
香
り
に
包
ま

れ
た
執
務
室
と
な
り
、
来
庁
者
に
も
評
判
で
す
。

  

ま
た
、
障
害
者
専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
、

玄
関
ス
ロ
ー
プ
・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
・
自
動
ド
ア
・

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
・
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
が
配

備
し
て
い
る
た
め
、
誰
に
で
も
使
用
し
や
す
い

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

新
庁
舎
の
完
成
を
機
に
職
員
一
同
一
層
気
持

ち
を
引
き
締
め
、
地
域
の
森
林
・
林
業
発
展
の

た
め
関
係
者
と
連
携
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

近
く
に
お
越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　

三
陸
中
部
森
林
管
理
署
管
内
の
気
仙
郡
住

田
町
の
小
股
国
有
林
で
10
月
26
日
鉄
鋼
ス
ラ

グ
を
施
工
し
た
林
道
の
現
地
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
署
管
内
は
、
太
平
洋
に
面
し
、
海
上
運

送
さ
れ
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
輸
送
距
離
が
短
い

利
点
を
活
か
し
、
数
年
前
か
ら
鉄
鋼
ス
ラ
グ

を
使
用
し
た
林
道
新
設
工
事
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

現
地
検
討
会
で
は
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
に
よ
る

路
盤
工
完
成
後
の
維
持
・
管
理
費
に
つ
い
て
、

低
コ
ス
ト
化
の
検
証
・
確
認
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
26
年
度
に
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
施

工
し
た
遠
端
林
道
に
て
、
今
年
度
生
産
請
負

事
業
を
行
っ
た
事
か
ら
、
現
在
の
路
盤
状
況

等
を
出
席
者
に

確
認
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
意

見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候

に
恵
ま
れ
、
岩

手
県
沿
岸
広
域

振
興
局
を
は
じ

め
、
各
市
町
の

林
務
担
当
者
、

調
査
設
計
会
社
、

施
工
会
社
等
の

土
木
関
係
者
、

約
30
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

開
会
に
て
三
陸
中
部
森
林
管
理
署
長
の
菅
野

よ
り
、「
造
林
事
業
や
生
産
事
業
を
効
率
的
に

行
う
上
で
、
路
網
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

必
須
で
あ
る
と
と
も
に
、
林
道
の
新
設
や
そ
の

後
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
も
低
コ
ス
ト
化
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
そ
の
対
策
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
使
用
し

た
林
道
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、
従
来
の
砕

石
を
使
用
し
た
林
道
と
の
比
較
検
証
す
る
形

で
、
出
席
者
の
方
々
に
検
討
を
お
願
い
す
る
。」

と
の
挨
拶
の
後
に
、
担
当
者
か
ら
、
遠
端
林
道

の
概
要
や
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
施
工
し
た
経
緯
等
の

説
明
と
併
せ
て
、
今
年
度
実
施
し
た
生
産
請
負

事
業
の
概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
従
来
の
砕
石
を
使
用
し
た
林
道
と

鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
使
用
し
た
林
道
の
維
持
・
管
理

費
の
検
証
内
容
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

検
証
方
法
は
、
従
来
の
林
道
の
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
を
試
算
す
る
方
法
で
行
い
、
具
体

に
は
例
年
融
雪
後
に
流
水
が
増
加
し
、
大
量
の

流
水
に
よ
り
路
面
が
洗
掘
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
修
繕
費
の
実
績
を
使
用
し
ま
し
た
。（
年

度
毎
に
気
候
等
が
異
な
り
条
件
が
変
わ
る
こ
と

か
ら
過
去
3
カ
年
の
㎞
あ
た
り
の
平
均
値
を
使

用
。）

　

そ
の
ほ
か
に
林
道
の
維
持
管
理
に
不
可
欠
な

除
草
経
費
に
つ
い
て
は
、
刈
払
機
を
使
用
し
た

経
費
を
比
較
対
象
と
し
て
計
算
し
、
参
考
数
値

で
は
あ
る
が
年
間
に
必
要
な
維
持
管
理
費
と
し

て
約
31
万
円
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

次
に
現
地
に
て
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
使
用
し
た
林

道
の
現
況
を
参
加
者
に
確
認
い
た
だ
き
、
路
面

に
洗
掘
等
の
被
害
が
な
い
状
況
や
、
林
道
全
体

と
し
て
雑
草
の
繁
茂
が
少
な
い
状
態
を
確
認
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
除
草
経
費
の

削
減
と
路
面
の
修
繕
も
不
要
な
結
果
と
な
っ
た

こ
と
を
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら

は
、「
降
雨
は
路

面
を
流
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、

側
溝
等
の
排
水

設
備
が
見
あ
た

ら
な
い
、
水
処

理
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。
ま

た
、
路
肩
決
壊

等
の
被
害
報
告

は
な
い
の
か
。」

と
の
質
問
が
出

さ
れ
、
要
所
要
所
に
横
断
工
を
設
置
し
集
中
排

水
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
他
署
で
の
被
害
の

事
例
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
路
肩
部
分
が
弱
い
の
で
あ
れ
ば
、
路

肩
も
含
め
た
形
で
施
工
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な

い
か
。」
と
の
質
問
に
対
し
て
は
、
鉄
鋼
ス
ラ

グ
の
製
造
メ
ー
カ
ー
か
ら
「
路
肩
部
分
の
転
圧

が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
路
体
と
同
じ
強
度
を

保
て
る
と
は
限
ら
な
い
。」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
多
数
の
質
問
・
意
見

が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
菅
野
署
長
か
ら
、「
現
時
点
の
低
コ

ス
ト
化
は
立
証
さ
れ
た
が
、
ま
だ
施
工
し
て
期

間
も
短
く
、
耐
用
年
数
等
も
含
め
て
、
今
後
も

検
証
し
て
参
り
た
い
。」
と
の
ま
と
め
で
現
地

検
討
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

各
地
か
ら
の

     

た
よ
り

The Letter From Each Place

現地検討会開会の様子

意見交換の様子

木製机（事務室）

新庁舎全景

新
庁
舎
が
完
成

山
形
森
林
管
理
署
最
上
支
署

鉄
鋼
ス
ラ
グ
現
地
検
討
会
を
開
催

三
陸
中
部
森
林
管
理
署
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　２月、東北を代表する冬の観光スポットといえ

ば、樹氷（別名、スノーモンスター、アイスモンス

ター）ではないでしょうか。樹氷はオオシラビソ

（アオモリトドマツ）などの常緑針葉樹に、0°以下

でも凍らない過冷却水滴がぶつかって凍って成長

してできます。今回は樹氷で有名なオオシラビソ

（アオモリトドマツ）についてご紹介します。

　オオシラビソ（大白檜曽）はマツ科モミ属に分類

される常緑針葉樹で、日本のみの固有種です。別

名、アオモリトドマツと呼ばれ、青森市の「市の木」

に指定されています。分布は青森から福井や静岡

までですが、東北地方に多く分布しています。葉は

長さ１～２㎝の線形で、花は6月頃に開花し、10月

頃に紫藍色で５～10㎝の楕円形の球果ができま

す。大きさは大きいものだと高さ40ｍ、直径1ｍに

なるものがありますが、森林限界を超えると厳し

い環境により、矮小化して低木になります。また、

他の針葉樹に比べ、積雪に強く、多雪地帯にも生育

しています。

　現在、八甲田山や八幡平はオオシラビソの純林

に覆われていますが、植物化石などの研究によれ

ば、この森林は比較的最近できたものであること

がわかってきました。オオシラビソは約1万年前以

降の間氷期に入り、多雪環境になり、小さな集団か

ら分布を拡大し始め、八甲田山や八幡平を覆うよ

うになったのは約3,000年前であると考えられて

います。

　間氷期に入らなければ、多雪環境にならなかっ

たため、現在のオオシラビソの純林が形成される

こともなく、樹氷にも出会えなかったと考えると、

とても神秘的な感じがします。この冬はそんな神

秘的なオオシラビソの樹氷を見に行ってみてはい

かがでしょうか。

樹氷（八甲田山）雪解けのオオシラビソ林

オオシラビソの球果と葉 八幡平から望むオオシラビソ林と岩手山オオシラビソ林とドラゴンアイ（八幡平）

オオシラビソ（大白檜曽）mini 
corumn

森林技術・支援センター   森林技術専門官　増田　悠介
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初めての森林官
岩手南部森林管理署　千厩森林事務所　森林官　吉田　純一

　

私
は
去
年
の
４
月
か
ら
岩
手
県
一
関
市
千
厩

町
に
あ
る
千
厩
森
林
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、「
千
厩
」
と
い
う
漢
字
読
め
ま

す
か
？
そ
う
聞
く
と
、
た
い
て
い
「
せ
ん
・・・
」

や
「
せ
ん
う
ま
や
」、
人
に
よ
っ
て
は
「
せ
ん

き
ゅ
う
！
」
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。

正
解
は
「
せ
ん
ま
や
」
で
す
。
こ
の
難
し
い
地

名
の
由
来
は
平
安
時
代
、
奥
州
藤
原
氏
が
こ
こ

に
厩
舎
を
建
て
、
千
頭
の
馬
を
飼
育
し
た
こ
と

に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
の
有
名
な

源
義
経
の
愛
馬
「
大
夫
黒
（
た
ゆ
う
ぐ
ろ
）」

も
千
厩
産
で
、「
一
ノ
谷
の
戦
い
」
で
崖
の
上

か
ら
急
襲
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
鵯
越
（
ひ
よ

ど
り
ご
え
）
の
逆
落
と
し
の
際
に
活
躍
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
＊
写
真
①　

そ
ん
な
千
厩

町
で
す
が
、
内
陸
の
一
関
市
中
心
部
と
太
平
洋

側
の
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
ち
ょ
う
ど
中
間
地
点

に
あ
り
、
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
人
口
1
万
人

ほ
ど
の
中
山
間
地
域
で
す
。
県
内
で
は
比
較
的

雪
が
少
な
く
温
暖
な
気
候
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
は
厳
し
く
、
水
道
管
が

凍
結
す
る
こ
と
も
度
々
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で

寒
冷
地
の
岩
手
県●

内●

で●

は●

温
暖
と
い
う
こ
と
を

肝
に
銘
じ
、
こ
れ
か
ら
の
冬
を
乗
り
切
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
事
務
所
の
管
轄
区
域
は
旧
千
厩
町
、
大

東
町
、
室
根
町
等
を
含
む
一
関
市
の
東
方
約

１
，
５
０
０
ha
で
、
官
行
造
林
地
も
約
５
２
０

ha
（
署
内
で
２
番
目
に
広
い
）
を
有
し
て
い
ま

す
。
管
内
の
一
関
市
大
東
町
に
は「
東
山
松（
と

う
ざ
ん
ま
つ
）」
と
呼
ば
れ
る
ア
カ
マ
ツ
の
天

然
林
が
あ
り
ま
す
。
材
質
が
良
い
こ
と
で
知
ら

れ
る
「
南
部
ア
カ
マ
ツ
」
の
ひ
と
つ
で
、
樹
高

25
m
を
超
え
る
大
木
も
生
育
し
て
お
り
、「
東

山
松
特
別
母
樹
林
」
に
指
定
し
保
護
・
管
理
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
松
く
い
虫
被
害

が
岩
手
県
内
で
も
北
上
・
拡
大
し
て
い
る
中
で
、

今
後
東
山
松
を
保
護
し
て
い
く
た
め
に
、
日
頃

の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し

被
害
状
況
を

把
握
す
る
と

と
も
に
、
現

在
実
施
可
能

な
対
策
を
行

い
、被
害
拡
大

の
防
止
に
努

め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

＊
写
真
②

　

ま
た
、
管
内
に
は
室
根
山
や
館
ヶ
森
ア
ー
ク

牧
場
、
岩
手
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
な
ど
の
観
光
地

が
あ
り
、多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
特
に
、

館
ヶ
森
ア
ー
ク
牧
場
は
国
有
林
と
隣
接
し
て
お

り
、
羊
や
ロ
バ
が
草
を
は
み
な
が
ら
の
ん
び
り

過
ご
し
て
い

る
文
字
通
り

の
牧
歌
的
な

景
色
を
楽
し

む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
＊

写
真
③　

岩

手
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
も
近

く
に
あ
る
の

で
動
物
好
き

の
方
は
一
度
来
て
み
て
は
い
か
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
て
、
今
回
が
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
森
林

官
勤
務
と
な
り
ま
す
。
森
林
官
に
あ
こ
が
れ
入

庁
し
て
早
８
年
、
ず
っ
と
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
続

き
正
直
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
矢
先
に
森
林
官

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
業
の
監
督
業

務
や
各
種
調
査
、
境
界
管
理
な
ど
で
山
を
歩
き

回
る
こ
と
が
多
く
、
現
場
の
最
前
線
で
働
け
る

こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
、
覚
え

る
こ
と
が
多
く
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
先
輩
方

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
な
ん
と
か
仕
事
を

こ
な
し
て
い
る
毎
日
で
す
。
来
年
度
は
自
分
の

知
識
・
経
験
不
足
を
補
う
た
め
、
日
々
の
情
報

収
集
を
怠
ら
ず
、
で
き
る
限
り
現
場
を
回
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
０
０
年
単
位
で
生
き

て
い
る
樹
木
に
と
っ
て
、
私
が
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
後
世
に
こ
の
素
晴
ら
し
い
森
林

を
残
し
て
い
け
る
よ
う
今
で
き
る
こ
と
を
精
一

杯
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東山（とうざん）松

アーク牧場の動物たち

義経の愛馬「大夫黒」の看板
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東北森林管理局では、日本の
森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。

　
桃
洞
ス
ギ
は
、
ス
ギ
天
然
林
で
森
吉
山
の
南
東
部
約
６
㌔
、
海
抜
８
０
０
〜
９
５
０
㍍

に
分
布
し
て
い
ま
す
。
面
積
は
５
５
３
ha
で
、
旧
阿
仁
・
米
内
沢
営
林
署
管
内
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
、
天
然
秋
田
ス
ギ
は
海
抜
６
０
０
㍍
以
下
に
分
布
し
て
い
る
の
で
す
が
、
海

抜
８
０
０
㍍
以
上
に
存
在
す
る
桃
洞
ス
ギ
は
、
日
本
海
側
の
山
地
帯
上
部
の
生
態
系
と
し

て
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
近
在
の
佐
渡
ス
ギ
と
と
も
に
１
９
７
５
年
「
桃
洞
・
佐
渡
の
ス

ギ
原
生
林
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
桃
洞
ス
ギ
が
生
育
す
る
地
域
は
、清
流
と
渓
床
の
「
お
う
穴
」
が
大
小
様
々
に
見
ら
れ
、

桃
洞
ス
ギ
林
と
見
事
な
景
観
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
平
成
３
年
の
台
風
19
号
に
よ
り
一
部
の
区
域
に
お
い
て
根
返
り
等
被
害
が
あ
り
、
そ
の

際
、
森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
が
調
査
し
た
推
定
樹
齢
は
２
０
０
〜
２
６
５
年
の
範
囲

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
現
地
ま
で
は
、
安
滝
駐
車
場
か
ら
徒
歩
で
往
復
約
９
㌔
の
道
の
り
と
な
り
ま
す
が
、
熊

対
策
を
施
し
、
精
通
し
て
い
る
ガ
イ
ド
等
の
同
行
を
お
勧
め
し
ま
す
。

我
が
署
の
名
所

国
の
天
然
記
念
物「
桃
洞
ス
ギ
」

米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署
管
内

　秋
田
県
北
秋
田
市
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トウドウ沢「おう穴」

桃洞スギ成林状況

桃洞スギ上方

桃洞スギとネズコ

the Noted Place of My Jurisdiction

安滝
駐車場

安滝
林道

マタギ
資料館

道の駅
あに 

河辺阿仁線
奥阿仁駅

阿仁
マタギ駅 

秋田内陸
縦貫鉄道

至角館駅

至西仙北市

105

比立内駅

至鷹巣駅

308

国道105号線から県道308号線を打当方面へ
車で15分。さらに安滝林道を車で30分。

至
北
秋
田
市


